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　自分の人生について考えるとき、誰もが一度しか

ない人生を悔いのないように生きたい、充実した毎

日を送りたい、と思っているだろう。僕も二度と来

ない「今」を大切にしたい、後悔はしたくないと思っ

ている。いつも周りの評価ばかりを気にして、だれ

かの機嫌をとり、自分の言いたいことも言えず、偉

い人の言いなりになる。僕はそんな毎日は送りたく

ない。しかし、単調な日々の繰り返しの中で自分を

見失ってしまうことがある。そんな時に僕はこの本

と出合った。

　主人公のジャックは、ハロウィンタウンの人気者。

しかも人間を驚かせることに関しては、ジャックの

右に出るものはいないという、まさにヒーロー的な

存在だ。そんなジャックだが、これから先も永遠に

同じことを繰り返す生活に苛立ちを感じていた。最

初は人気者のジャックが今の生活に不満を感じると

いう気持ちがわからなかった。しかし、よく考えて

みると、幸せなはずの毎日も、慣れてくると退屈に

感じたり、不満を感じたりする。これは日常でもよ

く感じることだと思えてきた。　　　

　僕は日本という国で生まれ、育ってきた。食べる

物にも困ることはなく、住む家もある。ましてや戦

争の経験もない。こんな生活は物凄く幸せなはずだ

が、しばらく続くとその幸せにも慣れてしまい、毎

日が単調に感じてしまう。平和すぎるために、政治

の事が話題になることも少なく、いつも誰かに任せ

ておけば大丈夫だと思ってしまう。むしろ黙ってい

ることが美徳であるかのような傾向がある。こんな

平和ボケしきった毎日に甘えて、僕は周りの人に

頼ってばかりいた。これから先も周りの人に頼り続

け、黙って人のいうことを聞きながら生き続けるこ

としかできないのか。

　ジャックは、退屈な毎日を変えるために、様々な

事を考えた。そこで考えぬかれた答えとは、クリス

マスタウンに滞在したときの経験を活かし、ハロ

ウィン風のクリスマスを実行することだった。

ジャックの少しの勇気が、彼を動かし、変えていっ

たのだ。僕はそんなジャックの生き方にとても感動

し、その気あればいつだって自分を変えることがで

きるのだと、心に深く感じた。周りの目を気にして

黙っているだけの人には、決してわかることはない

であろう生きる喜びを。

　この本は、一度しかない人生を悔いのないように

生きていくために忘れてはいけない、二つのことを

教えてくれた。

　一つは、何事も考え込んでばかりいないで行動に

移せということだ。だれもがみんな、努力をすれば

成功できるということはないかもしれない。「自分は

こんなに頑張っているのに誰も自分の努力を認めて

くれない」と思ったことは、誰もが経験したことで

はないだろうか。しかし、その努力や苦しみの向こ

うには、何かが待っていると僕は信じたい。諦めず

に続けることで、忘れかけていたことを思い出せた

り、自分の今すべき事が見えてくるということを、

ジャックの前向きな生き方が教えてくれた。

　もう一つは、自分の人生において何が正しいのか、

間違っているのかということは、他人が決めること

ではなく、答えはすべて自分の中にあるということ

だ。今までは、何をすればいいのか分からず、周り

の人と同じことを真似することしかできなかった

が、これからは意志を強く待ち、人生を精一杯生き

ていこうと思う。希望が失われる場面に出会う時も

あるかもしれない。でも、僕は諦めずに力強く生き

ていきたい。生まれてきたことを後悔しないために

も。
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